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さかいみなとさかいみなと

続け！！未来の棋聖たち続け！！未来の棋聖たち
　囲碁の国内タイトルとしては最高位となる
「棋聖戦」が１月２１日から２日間にわたり、
夢みなとタワーで行なわれました。集まっ
た人たちは、井山裕太棋聖と山下敬吾九段
の対局を固唾をのんで見守っていました。
　これにあわせて、子どもたちが参加した
囲碁大会も開催され、棋聖の卵たちの真剣
な表情がみられたほか、ロシアからの交流
団との国境を超えた対局も、白熱した様子
でした。



ちとお祝いしよう！

る生誕祭
　平成２７年１１月３０日にご逝去された、故水木しげる先生のふるさとへの功績に感

謝し、誕生月である３月に人間と妖怪が一緒に生誕をお祝いする「水木しげる生誕祭」

を開催します。

▼問い合わせ先

　通商観光課通商観光係

　　（☎４７－１０６８）

©水木プロ

妖怪仮装大行進に参加して、

一緒に生誕祭をお祝いしましょう！

　水木作品の妖怪やキャラクターに仮装して参

加する人を募集します。

　申し込みは不要ですので、午後６時３０分ま

でに集合場所にお越しください。

▼仮装についてのお願い

◇仮装は「水木しげる先生の作品に登場する妖

　怪とキャラクター」に限定します。（それ以

　外の仮装や水木先生本人の仮装はご遠慮くだ

　さい。）

◇仮装の着替えは、しおさい会館をご利用くだ

　さい。

～境港会場～

妖怪仮装大行進（パレード）

▼と　き　３月９日（土）

　　　　　午後６時３０分～７時

▼集合場所　JR境港駅隣接の駅前公園周辺

▼コース　スタート：JR境港駅前

　　　　　ゴール：水木しげる記念館

※仮装していない人も参加できます。

ゲゲゲ食堂

▼と　き　３月９日（土）

　　　　　午前１１時～午後７時３０分

▼ところ　水木しげるロード内

▼内　容　境港の食材を使用したおいしい食べ

　　　　　物が集まります。

水木しげる記念館

無料開放

▼と　き　３月８日（金）

　　　　　午前９時３０分～午後６時

▼ところ　水木しげる記念館

▼内　容　水木しげる先生の誕生日で

　　　　　ある３月８日は、記念館に

　　　　　無料で入館いただけます。
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 生誕９７年  妖怪た　

水木しげ　

～米子会場～

▼と　き　３月９日（土）午後２時３０分～４時３０分（開場午後１時３０分）

▼ところ　米子市公会堂

▼内　容

　◇オープニング

　◇坂
さか

本
もと

頼
らい

光
こう

活弁　水木しげるの人生絵巻～活動弁士坂本頼光さん～

　◇スペシャルトークショー　～ゲゲゲ談義２０１９～

　　ゲスト：野
の

沢
ざわ

雅
まさ

子
こ

さん（目玉おやじ役）・古
ふる

川
かわ

登
と

志
し

夫
お

さん（ねずみ男役）

　　　　　　庄
しょう

司
じ

宇
う

芽
め

香
か

さん（ねこ娘役）・藤
ふじ

井
い

ゆきよさん（犬山まな役）

　◇豪華賞品が当たる抽選大会

　◇エンディング

▼参加方法

　事前申込は締め切りました。

※事前申込者が当日開演１０分前までに来場されない場合、当日入場者に席をお譲りします。

『ゲゲゲ食堂』出店者募集
　境港の食材で、水木しげる生誕祭を盛り上げましょう！

▼出店日時　３月９日（土）

　　　　　　午前１１時～午後７時３０分

▼出店場所　水木しげるロード内　　

▼出店条件　・境港市内または近郊の事業者であること

　　　　　　・境港の食材を使用したメニューを、最低でも１種類提供すること

▼出店料　　無料

▼申し込み方法　指定の申込用紙に記入し、ファクシミリまたは電子メールで申し込んでく

　　　　　　　　ださい。詳細は、市ホームページでご確認ください。

　通商観光課　FAX４４－７９５７　Mail tsusyokanko@city.sakaiminato.lg.jp

▼受付期間　２月１日（金）～１５日（金）

※出店希望者多数の場合は抽選となりますので、あらかじめご了承ください。
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確定申告のお知らせ

確定申告が始まります
今年から保健相談センター２階が申告会場となります

　 ▼と　き

　　２月１８日（月）～３月１５日（金）　※土・日を除く

　　◇受　　付　午前８時３０分～午後４時

　　◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時

　　※還付申告および市・県民税の申告は、2月1日（金）

　　　から行っています。

　 ▼ところ

　　保健相談センター２階　研修室

　　※上記期間中は、税務課窓口では作成済の申告書の

　　　提出のみ受け付けます。

　　※受付順に申告相談を行います。混み合う際は長時

　　　間お待ちいただく場合があります。

　 ▼問い合わせ先

　　◇税務課市民税係（☎４７－１０１７）

　　◇米子税務署（☎３２－４１２１）

　

所
得
税
の
確
定
申
告

　

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
年

末
調
整
で
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

人
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
り
、

　

各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
配
偶
者
控

　

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所

　

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
却
し
た

　

人
③
給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
人

◇
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

◇
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い

　

を
受
け
て
い
る
人　

◇
給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20

　

万
円
を
超
え
る
人

※
20
万
円
を
超
え
な
い
場
合
で
も
、
市
・

　

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

【
所
得
税
に
お
け
る
年
金
所
得
者
の

　
　
　

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
の
場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不

要
で
す
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の
還

　

付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
は
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
人
】

　

平
成
30
年
中
に
次
の
よ
う
な
事
由
が
あ

る
人
は
、
申
告
す
れ
ば
所
得
税
の
還
付
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
、
害
虫

　

な
ど
で
被
害
を
受
け
た
と
き
（
雑
損
控

　

除
）

※
シ
ロ
ア
リ
駆
除
以
外
は
、
米
子
会
場
で

　

の
申
告
と
な
り
ま
す
。

②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

　

た
と
き
や
、
健
康
の
保
持
増
進
等
の
取

　

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
特
定
一
般
用

　

医
薬
品
等
の
購
入
費
が
あ
る
と
き
（
医

　

療
費
控
除
）

③
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
へ
の
寄
附

　

を
し
た
と
き
（
寄
附
金
控
除
）

④
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
を
借
入

　

れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改

　

築
を
し
た
と
き
（
住
宅
借
入
金
等
特
別

　

控
除
）

⑤
勤
め
を
年
の
途
中
で
辞
め
て
、
再
就
職

　

し
て
い
な
い
と
き

（現在、解体工事中）

申告会場
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確定申告のお知らせ

　

市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
境
港
市
へ
の
申
告
が

必
要
で
す
。

　

前
年
中
に
収
入
が
無
い
人
や
、
非
課
税

所
得
（
遺
族
・
障
害
年
金
等
）
の
み
の
人

で
も
、各
種
保
険
料
（
税
）
の
算
定
や
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

②
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ

　

て
い
る
人

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

【
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

税
額
が
低
く
な
る
人
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人

で
も
、「
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
控
除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
を
す
れ
ば
、
平
成
31
年
度
の
市
・
県
民

税
額
が
低
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
市
・
県
民
税
額
が
低
く
な
る
事
で
、
各

　

種
保
険
料
（
税
）
や
サ
ー
ビ
ス
の
負
担

　

金
な
ど
も
連
動
し
て
変
化
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

【
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等

　

お
よ
び
譲
渡
所
得
等
の
申
告
に
お

　
　

け
る
課
税
方
式
の
選
択
に
つ
い
て
】

　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
別
に
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
所
得
税

と
は
異
な
る
課
税
方
式
（
総
合
課
税
、
申

告
分
離
課
税
、
申
告
不
要
制
度
）
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

米
子
会
場
で
の
申
告

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
人
は
、
境
港

市
の
申
告
会
場
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

米
子
税
務
署
が
開
設
す
る
米
子
会
場
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。（
米
子
会
場
は
所
得

税
だ
け
で
な
く
、
贈
与
税
や
消
費
税
等
を

含
め
、
市
・
県
民
税
の
申
告
以
外
の
全
て

の
申
告
に
対
応
し
て
い
ま
す
。）

①
青
色
申
告
の
人

②
土
地
、
建
物
、
株
式
等
の
売
却
な
ど
で

　

分
離
課
税
の
対
象
と
な
る
人

③
家
屋
の
新
築
や
購
入
ま
た
は
増
改
築
を

　

さ
れ
て
次
の
控
除
を
受
け
る
人

◇
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
、
省
エ
ネ
改

　

修
工
事
、
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
に

　

係
る
特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特

　

別
控
除

◇
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除

◇
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除

◇
認
定
住
宅
新
築
等
特
別
税
額
控
除

④
雑
損
控
除
（
シ
ロ
ア
リ
駆
除
を
除
く
）

▼
米
子
会
場

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
日
時

　

２
月
18
日
（
月
）
〜
３
月
15
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
を
除
く

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
関
連
情
報
や
申
告
書
様
式
な

ど
の
情
報
が
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用

す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
て
自
宅
で
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
書
が
作

成
で
き
、
作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
て

郵
送
（
米
子
税
務
署
の
み
）
や
持
参
（
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
米
子
税
務
署
）
で
提

出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る
と
、
作
成
し
た

申
告
書
を
自
宅
等
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

　

ま
た
、
市
・
県
民
税
に
つ
い
て
も
、
申

告
書
様
式
や
記
載
例
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
作
成
さ

れ
る
人
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

「
市
・
県
民
税
申
告
に
つ
い
て
」

　

h
ttp

://w
w
w
.c
ity

.s
a
k
a
im
in
a
to
.

lg
.jp
/in
d
e
x
.p
h
p
?
v
ie
w
=
1
0
6
6
7
7

5　平成３１年２月



確定申告のお知らせ

【確定申告書や市・県民税の申告書へのマイナンバー記載等について】
①マイナンバー（12ケタ）の記載

　申告書には、申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および

事業専従者などのマイナンバーの記載が必要となります。

②本人確認書類の提示または写しの添付

　申告書を提出する際には、マイナンバーを確認できる通知カード等以外に、申告者本人の本人確

認書類の提示または写しの添付が必要です。

※控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および事業専従者などの本人確認書類は不要です。

□ 税務署からのお知らせはがき等（届いている人のみ）

□ 印章（スタンプ印は不可）

□ マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

□ 本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）

□ 所得額が分かるもの

　①事業所得などのある人

　　⇒　帳簿書類・収支内訳書（会場での作成は大変時間を要します。順番待ち

　　　の人も多くいらっしゃいますので、事前の作成にご協力ください。）

　　※平成２６年１月から帳簿の記載と保存が義務付けられています。

　②給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　③個人年金や講演料などの雑所得、保険の満期返戻金や一時金などの一時所得のある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　④総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額が分かるもの

　①社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。

　②生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　③障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など

　　【障害者控除対象者認定書を利用する場合】

　　　要介護認定を受けている人のうち、平成３０年１２月３１日現在６５歳以上の人で、一定の要件に該当

　　する人は、障害者手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者

　　控除を受けることができます。詳しくは、長寿社会課（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　④医療費控除、医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）を受ける人

　　⇒　医療費控除の明細書、セルフメディケーション税制の明細書（領収書等を元に、所定の様式へ記

　　　入し作成してください。なお、明細書の事前作成にご協力ください。）

　⑤寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　　ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除（市・県民税）

　　が受けられますが、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を

　　含めた全ての寄附金の証明書をご持参ください。

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人

　　⇒　借入金の年末残高等証明書、登記事項証明書、補助金等の額がわかるものの写しなど

詳しくは市報１月号、国税庁ホームページ等でご確認ください。

申 告 に 必 要 な も の申 告 に 必 要 な も の 申告会場に出かける前に、必要

なものが揃っているか、□ 印

にチェックして確認してみま

しょう！
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　第４回境港カニカニマラソン大会の開催に伴い、下記の通り交通規制を実施します。交通規制中は現地誘導員の指示に

従って安全運転をお願いします。

　近隣の市民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

▼と　　き　　　　３月３日（日）　　大会メイン会場：境水道大橋下　西側広場（水産物直売センター北西側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（開会式：午前９時　閉会式：午前１１時３０分）

▼交通規制

◇全面通行止め　　境水道沿い道路（旧かもめ保育園横から美保葬儀会館）　　午前９時３０分～１０時３０分

　　　　　　　　　境港水産物直売センター北側の魚市場７号上屋前道路　　午前７時３０分～１１時３０分

◇一部車線減少　　昭和町内（境港水産物直売センター周辺ほか）

▼その他　　　　　台場公園が臨時駐車場となります。公園南側からも車両の出入りがありますのでご注意ください。

▼問い合わせ先　　カニカニマラソン実行委員会事務局　（☎０９０－５２６４－３２９２）

境港カニカニマラソン大会開催に伴う
交通規制のお知らせ

市町村 負担金

境港市 6億    79 万円

米子市 27 億 6,241 万円

日吉津村 1億 1,613 万円

大山町 4億 4,962 万円

南部町 3億   613 万円

伯耆町 3億 1,961 万円

日南町 1億 5,500 万円

日野町 1億 1,841 万円

江府町 1億 1,091 万円

分担金および負担金
49 億 3,902 万円 (83.5%)
うち市町村負担金

使用料及び手数料
4,825 万円 (0.8%)

国庫支出金
1,568 万円
(0.3%)

財産収入
99 万円
(0.0%)

県支出金
2,236 万円
(0.4%)

諸収入
7,655 万円
(1.3%)

民生費
1 億 3,590 万円
(2.3%)

衛生費
14 億 2,054 万円
(24.3%)

消防費
34 億 6,223 万円
(59.0%)

公債費
6 億 8,034 万円
(11.6%)

議会費
61 万円
(0.0%)

総務費
1 億 6,209 万円
(2.8%)

歳 入歳 入 歳 出歳 出
59億 1,444万円59億 1,444万円 58億 6,170万円58億 6,170万円

　平成２９年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が５９億１，４４４万円、歳出
総額が５８億６，１７０万円となり、歳入から歳出を差し引いた５，２７４万円は翌年度に繰り越しました。

平成２９年度鳥取県西部広域行政管理組合
一般会計　決算の概要

▼問い合わせ先
　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
　　　　　　　　　　　（☎２２－７７３２）

※表中の決算額は、万単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

繰入金
3 億 6,749 万円
(6.2%) 繰越金

6,140 万円
(1.0%)

組合債
3 億 8,270 万円
(6.5%)

　メイン会場

7　平成３１年２月



市

政

概

要

報

告 

平
成
30
年
度
の
財
政
見
通
し
と

平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針

　

は
じ
め
に
、
本
年
度
の
財
政
見
通
し

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て
、

市
税
収
入
が
法
人
市
民
税
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
当
初
予
算
額
を
下
回
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
方
交
付

税
は
、
普
通
交
付
税
が
当
初
予
算
額
を

上
回
る
決
定
額
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
一
般
財
源
に
、
国
・
県
支
出
金
な
ど

の
特
定
財
源
を
加
え
た
総
額
は
、
概
ね

確
保
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
も
、
予

定
し
て
お
り
ま
す
諸
事
業
は
、
概
ね
順

調
に
実
施
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
や
地

方
交
付
税
の
大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な

い
中
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
に

加
え
、
仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
の
建
設
や
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新

と
い
っ
た
大
型
事
業
が
本
格
化
し
、
引

き
続
き
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の

編
成
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
世
代
に
過
大
な
負
担
を
残
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
一
層
規
律
あ
る
財
政
運

営
に
徹
し
、
有
利
な
財
源
の
確
保
に
努

め
、
市
債
借
入
お
よ
び
基
金
取
り
崩
し

の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
の
基
本

理
念
で
あ
り
ま
す
「
魅
力
と
活
気
に
あ

ふ
れ
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
境
港

市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
等
に
基
づ

く
施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
予
算
編

成
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

で
は
、
本
年
度
、
社
会
基
盤
の
整
備
促

進
に
関
す
る
要
望
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
圏
域
の
魅
力
を
大
き
く

向
上
さ
せ
、
定
住
人
口
や
交
流
人
口
の

飛
躍
的
な
拡
大
に
つ
な
が
る
新
幹
線
整

備
に
つ
き
ま
し
て
、
10
月
29
日
に
、
中

国
横
断
新
幹
線
（
伯
備
新
幹
線
）
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山
圏
域
整
備
推
進
会
議
の

設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
先
月
に
は
、

国
土
交
通
省
や
山
陰
両
県
選
出
の
国
会

議
員
な
ど
に
、
準
備
会
立
ち
上
げ
の
報

告
と
整
備
計
画
路
線
へ
の
格
上
げ
を
求

め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

来
年
５
月
を
目
途
に
、
圏
域
の
市
町
村

や
議
会
、
経
済
団
体
か
ら
な
る
推
進
会

議
の
設
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山
米

子
線
の
早
期
４
車
線
化
を
求
め
る
道
路

網
整
備
と
境
さ
か
い
こ
う港

の
港
湾
整
備
に
つ
き
ま

し
て
も
、
先
月
要
望
活
動
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

松
江
市
が
交
流
促
進
の
覚
書
を
締
結

し
て
い
る
台
湾
・
台
北
市
と
の
交
流
を

圏
域
に
拡
大
す
る
足
掛
か
り
と
し
て
、

来
月
24
日
か
ら
圏
域
５
市
の
市
長
が
揃

っ
て
同
市
を
訪
問
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
地
で
は
、
市
政
府
と
の
意
見
交
換

の
ほ
か
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
誘
致
活
動

や
、
同
市
最
大
の
花
市
で
あ
り
ま
す
春
し
ゅ
ん

節せ
つ

前ま
え

建け
ん
こ
く国

花は
な
い
ち市

で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
等
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
観
光
や
貿
易

の
促
進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
１
月

か
ら
９
月
末
ま
で
に
境

さ
か
い
こ
う港

・
東ト

ン
ヘ海

間
を

37
往
復
運
航
し
、
境
港
を
利
用
し
た
旅

客
数
は
、
約
２
万
２
千
人
で
、
前
年
比

86
％
と
な
っ
た
も
の
の
、
境
港
発
着
の

貨
物
量
は
、
約
５
千
５
百
ト
ン
で
、
前

年
比
１
１
３
％
と
増
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
21
日
に
は
、
ロ
シ
ア
の

モ
ス
ク
ワ
か
ら
東
京
ま
で
の
間
を
自
動

車
で
走
破
す
る
モ
ス
ク
ワ
・
東
京
オ
ー

ト
ラ
リ
ー
に
参
加
の
車
両
と
関
係
者
が
、

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て

本
市
に
到
着
し
、
市
民
の
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
帰
国
後
、
ロ
シ
ア
国
内
の
観

光
展
に
お
き
ま
し
て
、
ラ
リ
ー
の
期
間

中
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
通
じ
て
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
圏

域
の
観
光
地
や
、
環
日
本
海
国
際
フ
ェ

リ
ー
も
紹
介
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま
し
て
は
、

ソ
ウ
ル
便
が
10
月
28
日
か
ら
、
週
６
便

に
増
便
さ
れ
た
の
に
続
き
、
香
港
便
も

今
月
４
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
週
２
便

が
週
３
便
に
増
便
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
こ
と
に

よ
る
、
外
国
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
増

加
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
来
年
４
月
以
降
の
増
便
継
続
に
向

け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

日
本
か
ら
の
旅
行
客
も
含
め
、
利
用
促

進
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
月
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降

の
入
込
客
数
が
１
６
０
万
人
を
超
え

る
と
と
も
に
、
年
間
の
入
込
客
数
も

２
５
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
に
つ
き

ま
し
て
も
、
年
間
の
入
館
者
数
が
す
で

に
20
万
人
を
突
破
し
、
昨
年
の
17
万
人

を
大
き
く
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

 
月
定
例
市
議
会
報
告

　

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

環

日

本

海

交

流

リニューアルした夜の水木しげるロード　©水木プロ
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新
た
に
導
入
し
た
夜
間
の
演
出
照
明
や
、

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
開
館
時
間
延
長

に
加
え
、
夏
休
み
期
間
中
や
秋
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
妖
怪
ナ
イ
ト
ウ
ォ

ー
ク
や
妖
怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
官
民
あ
げ
て
行
っ
た
成
果
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
観
光
客
が
減
少
す
る
冬
場
の
対

策
と
し
て
、
沿
道
の
店
舗
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
夜
間
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中
に
開

催
す
る
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
賑

わ
い
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
の
境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
は
、
37
回
で
、
過
去
最
高
で
あ
っ

た
昨
年
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

大
型
客
船
の
寄
港
が
大
き
く
増
加
し
、

国
内
外
の
６
万
１
千
人
余
の
お
客
様
が
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る

山
陰
両
県
の
魅
力
を
堪
能
さ
れ
た
ほ
か
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会
が

中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
岸
壁
で
の
お
も

て
な
し
で
は
、
各
市
の
特
色
あ
る
伝
統

芸
能
や
着
物
の
着
付
け
体
験
な
ど
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
32
年
春
に
供
用
開
始
予

定
の
竹
内
南
地
区
の
旅
客
施
設
の
名
称

が
「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
に
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
水
揚
量
は
、
ア
ジ
・
マ
イ
ワ
シ

の
減
少
に
よ
り
10
万
４
千
ト
ン
余
で
、

前
年
比
93
％
で
し
た
が
、
水
揚
金
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
サ
バ
の
水
揚
量
の
増

加
や
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
価
格
上
昇

な
ど
に
よ
り
１
６
７
億
７
千
万
円
余
、

前
年
比
１
０
５
％
と
、
前
年
を
上
回
っ

て
お
り
ま
す
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁
港
・

市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
陸
送
上

屋
が
先
月
完
成
し
、
現
在
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
１
号
上
屋
と
あ
わ
せ

て
、
来
年
６
月
に
供
用
開
始
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
沿
岸
漁
業
に
就
業
す

る
漁
業
者
１
人
の
漁
船
等
の
取
得
費
と
、

沖
合
底
び
き
網
漁
業
者
１
社
の
老
朽
船

の
代
船
建
造
費
に
対
し
、
鳥
取
県
と
連

携
し
て
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

農

業

の

振

興

　

本
市
特
産
の
白
ネ
ギ
栽
培
に
お
け
る
、

農
業
法
人
や
若
手
農
家
の
農
地
需
要
に

対
応
し
た
農
地
再
生
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
９
月
に
国
の
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
、

来
月
に
は
工
事
に
着
手
す
る
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

完
成
後
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
南

側
約
０
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
地
が
再

生
さ
れ
る
ほ
か
、
竹
内
町
の
産
業
中
央

線
沿
い
に
広
が
る
荒
廃
農
地
の
一
部
約

０
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
畑
地
へ
転
換
さ

れ
、
い
ず
れ
の
農
地
も
鳥
取
県
農
業
農

村
担
い
手
育
成
機
構
の
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
、
若
手
農
家
等
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

西
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
に
貯
木
場
所
有
者
と
の
協
議

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
が

開
口
部
の
締
切
工
事
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
来
年
５
月
に
完
成
す
る
予

定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
口
部
周
辺
の
護
岸
整
備
に

つ
き
ま
し
て
も
、
工
事
が
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
土
交
通
省
に
委
託
し
て
お
り
ま

し
た
市
道
渡
84
号
線
の
整
備
に
伴
う
樋

門
の
改
築
工
事
が
８
月
に
完
成
い
た
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
同
路
線
に
お
い
て
、

本
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
市
道
渡

中
浦
水
門
連
絡
線
ま
で
の
拡
幅
工
事
を

進
め
て
お
り
、
こ
の
工
事
を
終
え
ま
す

と
、
漁
港
か
ら
北
側
部
分
の
市
道
整
備

が
完
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
漁
港
跡
地
に
整
備
す
る
内

水
排
除
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月

の
工
事
着
手
に
向
け
、
鋭
意
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
路
お
よ
び
公
共
下
水
道
の
整
備

　

生
活
関
連
道
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
舗
装
修
繕
や
側
溝
改
修
等
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
９
路
線
の
う
ち
１
路

線
が
完
了
し
、
残
る
８
路
線
に
お
い
て

鋭
意
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
と
の
協
議
が
整

っ
た
竹
内
町
と
三
軒
屋
町
の
２
路
線
に

お
い
て
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
す
べ
て

本
年
度
中
の
完
了
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

　

国
道
や
県
道
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
竹
内
南
地
区
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
完
成
に
伴
う
交
通
量
の
増
加
対
策

と
し
ま
し
て
、
鳥
取
県
と
境
港
管
理
組

合
が
夢
み
な
と
公
園
入
口
交
差
点
の
改

良
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
国
道

４
３
１
号
の
右
折
車
線
の
延
伸
が
完
了

し
、
臨
港
道
路
竹
内
ふ
頭
１
号
線
の
左

折
車
線
の
新
設
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
完
了
す
る
予

定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
道
渡
余
子
停
車
場
線
の
渋

滞
対
策
と
し
ま
し
て
、
渡
公
民
館
前
交

差
点
お
よ
び
大
根
島
入
口
交
差
点
の
改

良
を
行
う
方
針
が
、
鳥
取
県
か
ら
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
度
か
ら
の

事
業
化
を
目
指
す
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

三
中
学
校
南
側
の
道
路
に
敷
設
す
る
汚

水
幹
線
の
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
町
と
外
江
町
の
西
側
を
中

心
に
汚
水
枝
線
の
面
整
備
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
末
の
人
口
普
及
率
は
、
約

77
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
月
26
日
に
災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓

練
を
、
翌
27
日
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
美

保
分
屯
地
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
使
用
し
た
住
民
避
難
・
緊
急
輸
送
訓

練
や
、
障
が
い
者
支
援
施
設
光
洋
の
里

で
の
放
射
線
防
護
対
策
設
備
を
稼
働
さ

せ
た
屋
内
退
避
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
30
日
に
は
、
山
陰
両
県

お
よ
び
６
市
で
、
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る

国
と
の
情
報
共
有
や
指
示
伝
達
の
訓
練

と
、
住
民
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
市
内
全
域
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
訓
練
配
信
を
行
う

と
と
も
に
、
渡
、
上
道
、
中
浜
、
誠
道

の
４
地
区
か
ら
、
市
民
と
消
防
団
員
、

あ
わ
せ
て
約
70
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
訓

練
や
避
難
退
域
時
検
査
会
場
で
あ
る
大

山
町
の
中
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
の
被
ば
く
検
査
等
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
訓
練
で
の
課
題
を
検
証
し
、

避
難
計
画
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
の
影
響
に
よ

り
、
日
程
を
一
部
変
更
し
、
10
月
か

ら
３
回
の
説
明
会
を
行
い
、
49
世
帯
、

１
５
９
人
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

市
道
の
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
２
月
の
大
雪
を
教
訓
に
、
委
託
業
者

や
使
用
機
械
を
増
や
す
と
と
も
に
、
委

託
業
者
の
能
力
に
応
じ
て
担
当
路
線
を

見
直
し
、
効
率
的
、
効
果
的
な
除
雪
体

制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

農

業

の

振

興

道
路
お
よ
び
公
共
下
水
道
の
整
備

中

海

護

岸

整

備

水

産

業

の

振

興

防

災

対

策
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学

校

教

育

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
一
中
学
校
区
で

は
、
来
年
４
月
か
ら
の
導
入
に
向
け
、

核
と
な
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
度
か
ら
導
入
予
定

の
第
三
中
学
校
区
で
は
、「
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
開
催
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

余
子
小
学
校
と
誠
道
小
学
校
の
統
合

に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
に
学
校
、
保

護
者
、
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
学

識
経
験
者
を
加
え
た
統
合
準
備
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

統
合
に
あ
た
り
検
討
が
必
要
な
事
項

は
、
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
３
つ
の
部

会
で
、
年
間
指
導
計
画
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
平
成
32
年
４
月

の
統
合
に
向
け
、
計
画
的
に
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
調
理
等
業
務
の
民
間
委
託

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
に
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
委
託
事
業
者
の
募

集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
４
事
業
者
か
ら

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
３
日
に
実
施
し
た
審
査
委
員
会

の
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
委
託
予
定

事
業
者
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

来
年
４
月
か
ら
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
、

引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
韓

ロ
国
際
交
流
第
18
回
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境

港
駅
伝
競
走
大
会
に
は
、
２
年
ぶ
り
に

韓
国
・
東ト
ン
ヘ海

市
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
市
の
チ
ー
ム
に
揃
っ
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
外
の
有
力
な
実
業
団
チ
ー
ム
な
ど

と
と
も
に
健
脚
を
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

大
会
前
日
に
は
、
小
学
生
陸
上
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
と
陸
上
練
習
を
通
し
、

交
流
を
深
め
合
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

10
月
17
日
か
ら
先
月
４
日
ま
で
の
間
、

ク
ロ
ア
チ
ア
を
拠
点
と
す
る
Ｊ
Ｋ
モ
ル

ナ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
リ
ン

グ
レ
ー
ザ
ー
チ
ー
ム
が
本
市
で
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
１
３
０
人
余
が
参
加
し
た

市
民
団
体
主
催
の
歓
迎
会
を
は
じ
め
、

第
二
中
学
校
で
の
講
演
や
給
食
交
流
会
、

境
高
校
ヨ
ッ
ト
部
へ
の
指
導
な
ど
多
く

の
機
会
を
通
じ
て
、
広
く
市
民
と
交
流

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
同
チ
ー
ム
と
締
結
し
た
包

括
協
定
に
基
づ
き
、
２
０
１
９
レ
ー
ザ

ー
級
世
界
選
手
権
や
、
翌
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
同
チ
ー
ム
の
キ

ャ
ン
プ
を
、
毎
年
受
け
入
れ
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

管
理
運
営
計
画
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
実
施
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
管
理
運
営
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
来
月
を
目
途
に
骨
子
を
取
り
ま

と
め
、
本
年
度
中
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

子
育
て
支
援
の
必
要
な
家
庭
を
訪
問

し
、
一
緒
に
育
児
や
家
事
を
行
い
な
が

ら
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
の
解
消
を

図
る
家
庭
訪
問
型
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
10
月
末
ま
で
に
４
件
の
支
援
に
取

り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

離
乳
食
の
作
り
方
、
片
付
け
や
沐
浴

の
仕
方
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、

子
育
て
の
悩
み
を
聞
き
な
が
ら
必
要
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
身

近
に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
と
い

っ
た
悩
み
を
解
消
し
、
子
育
て
に
自
信

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
保
育
園
の
園
児
と
、

さ
か
い
み
な
と
中
野
港
漁
村
市
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
事
業
を
10
月

に
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
５
つ
の
保
育
園
か
ら
参
加
し
た

園
児
た
ち
は
、
美
保
湾
で
水
揚
げ
さ
れ

た
ば
か
り
の
様
々
な
魚
を
間
近
で
目
に

し
、
直
接
触
れ
た
り
、
漁
師
の
人
か
ら

魚
の
名
前
や
特
徴
を
聞
い
た
り
し
た
ほ

か
、
今
回
は
新
た
に
魚
を
さ
ば
く
様
子

を
見
学
し
、
地
元
の
魚
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

障

が

い

者

福

祉

の

充

実

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
実
態
把
握

の
た
め
の
訪
問
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
月
か
ら
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
、
鳥
取

県
聴
覚
障
害
者
協
会
と
共
同
で
実
施
し
、

災
害
時
の
情
報
の
入
手
や
、
日
常
生
活

に
お
け
る
意
思
疎
通
に
関
し
て
困
ら
れ

て
い
る
内
容
等
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
取
り
ま
と
め
る
調
査
結
果
を
も

と
に
、
き
め
細
か
い
支
援
に
繋
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
直
営
一
本
化
か
ら
２
年
が
経

過
し
、
高
齢
者
に
関
す
る
身
近
な
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
状
況
は
、
10
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
８
５
０
件
余
で
、
前
年
比

１
０
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
件
数
は
３
千
２
百
件
余
で
、

前
年
比
１
２
３
％
と
大
幅
に
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
体
制
の
強
化
を

図
る
た
め
、
来
月
か
ら
介
護
支
援
専
門

員
を
１
人
増
員
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、

必
要
と
な
る
経
費
を
今
議
会
に
補
正
予

算
と
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
10
月
末
現

在
、
41
グ
ル
ー
プ
、
５
百
人
余
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
き
っ
か

け
と
し
て
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
歩
行
が
楽
に
な
っ
た
と
い
っ
た
声

も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
フ
レ
イ
ル
予
防
で
は
、

９
月
に
１
回
目
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
月
10

日
に
２
回
目
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ
か
、

新
た
な
サ
ポ
ー
タ
ー
も
養
成
中
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
地
域
へ
の
広
が
り
と
意
識
の

高
ま
り
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

高

齢

者

福

祉

の

充

実

学

校

教

育

社

会

教

育
中学生と交流するセーリングレーザーチームメンバー
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
４
０
４

万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１

６
２
億
３
７
８
４
万
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
議
会
費
】

　

議
会
へ
の
関
心
度
、
議
員
の
定
数
や

報
酬
等
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
経
費
42
万
円
余
を
増
額
。

【
総
務
費
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増
加
に
伴

う
、
寄
附
を
頂
い
た
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
費
用
等
１
６
２
９
万
円
余
、
魚
と
鬼

太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ
る
さ
と
基
金
へ
の

積
立
金
５
０
０
０
万
円
、
過
年
度
に
概

算
払
い
を
受
け
て
い
た
国
・
県
か
ら
の

私
立
保
育
所
等
運
営
費
負
担
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
３
１
３
７
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

給
付
対
象
児
童
数
の
増
加
に
伴
う
、

児
童
手
当
３
３
０
万
円
、
介
護
保
険
費

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
２
３
８
万
円
余

な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

給
付
対
象
件
数
の
増
加
に
伴
う
、
未

熟
児
養
育
医
療
費
給
付
金
76
万
円
余
、

接
種
件
数
の
増
加
お
よ
び
助
成
対
象
範

囲
の
拡
大
に
伴
う
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
補
助
金
25
万
円
余
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

台
風
等
の
大
雨
に
よ
る
農
作
物
へ
の

病
害
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
的

な
防
除
費
用
の
助
成
金
５
万
円
余
を
増

額
。

【
土
木
費
】

　

燃
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
さ
か

い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
の
燃
料
費
等
３
１
６

万
円
余
、
市
営
住
宅
の
設
備
等
に
係

る
修
繕
箇
所
の
増
加
に
伴
う
修
繕
費

２
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
の
管
理
費
と
し
て
、
燃

油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
燃
料
費
等

１
４
９
４
万
円
余
、
修
繕
箇
所
の
増
加

に
伴
う
修
繕
費
９
０
０
万
円
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、
繰
越

金
お
よ
び
地
方
交
付
税
を
増
額
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

市
民
バ
ス
の
運
行
管
理
委
託
料
お
よ

び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
委
託
料

に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に
契
約
等
を
締

結
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

追
加
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
や

人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人
件
費
合
わ
せ

て
２
９
６
１
万
７
千
円
を
増
額
す
る
一

方
、
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
93
万
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
１
６
２
億
６
６
５
２
万
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

国
費
の
増
額
に
伴
う
渡
地
区
の
管
渠

整
備
費
等
２
５
４
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
27
億
３
６
４
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
工
期
の
関
係
な
ど
に
よ

り
、
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で

あ
る
下
水
道
管
渠
事
業
な
ど
２
事
業
に

つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
、
翌

年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
や

人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人
件
費
93
万
９

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
27
億
２

７
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
の

増
加
に
伴
う
負
担
金
１
７
２
０
万
円
余
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化

と
し
て
、
介
護
支
援
専
門
員
を
１
人
増

員
す
る
た
め
の
経
費
等
１
１
９
万
円
余

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ　

１
８
６
７
万
４
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
39
億
７
６
９
８

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
活
動
用
車
両
の
賃
借
料
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
に
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
追
加
し

ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

保
険
料
軽
減
特
例
措
置
の
見
直
し
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
１
３
５
万
円

を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
１
５
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
４
億
１
０
３
４
万
円
と
し
ま
し

た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

地
籍
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
作
成
し

た
書
類
の
交
付
事
務
に
係
る
手
数
料
を

新
た
に
設
定
す
る
ほ
か
、
建
築
基
準
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築
物
の
確
認

等
事
務
に
お
い
て
、
接
道
の
認
定
事
務

に
係
る
手
数
料
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
再
生
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
東

京
都
特
別
区
か
ら
特
定
業
務
施
設
を
地

方
活
力
向
上
地
域
等
に
移
転
整
備
し
た

場
合
に
お
け
る
当
該
施
設
に
対
す
る
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
課
税
免
除
の
規

定
を
設
け
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

■
境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
に
、
引
き
続
き
境
港
市
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
受
託
協
議
会
を

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
お
よ
び
給

料
月
額
な
ら
び
に
特
別
職
等
の
期
末
手

当
な
ど
に
つ
い
て
人
事
院
勧
告
に
準
じ

た
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

委

員

会

提

出

議

案

■
待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
等
の
処
遇

改
善
、
保
育
の
無
償
化
の
た
め
の
必
要

な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て議

員

提

出

議

案

■
全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基
地
負
担
に

関
す
る
提
言
」
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

陳
情
等
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
等
の
処
遇

　

改
善
、
保
育
の
無
償
化
の
た
め
の
必

　

要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

を
求
め
る
陳
情

■
不
採
択

◇
「
安
倍
内
閣
の
退
陣
を
求
め
る
世
界

　

平
和
７
人
委
員
会
の
ア
ピ
ー
ル
」
を

　

支
持
す
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳

　

情
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市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

《
境
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
》

【
団
体
紹
介
】

　

バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
は
約
20
年
前
、
鳥
取
県

か
ら
生
ま
れ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
高
さ

75
セ
ン
チ
の
低
め
の
ネ
ッ
ト
を
挟
み
、
ビ

ニ
ー
ル
製
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
ワ
ン
バ
ウ

ン
ド
さ
せ
て
手
の
ひ
ら
で
相
手
コ
ー
ト
に
打

ち
返
し
、１
チ
ー
ム
３
人
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
、
年
齢
、
性
別
に
関
係
な

く
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ン
グ
ル
コ
ー
ト
の

広
さ
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
10
〜
80
代
の
男
女
約
５
０
０

人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

境
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
40

〜
70
代
の
メ
ン
バ
ー
12
人
が
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

　

毎
週
月
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
ま

で
、
第
２
市
民
体
育
館
（
耐
震
工
事
中
は
第

１
体
育
館
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
コ
メ
ン
ト
】　

　

県
内
主
要
大
会
が
年
５
回
あ
り
、
他
チ
ー

ム
と
の
交
流
や
大
会
の
緊
張
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
誰
で
も
親
し
み
や
す
く
気
軽
に
で
き

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。老
若
男
女
問
わ
ず
、

楽
し
く
汗
を
流
し
た
い
人
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
直
接
体
育
館
ま

で
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

境
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　

代
表　

添
田
二
朗
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
８
６
０
）

©水木プロ

熱い心で地域を守る
  境港市消防出初式

　市内の６分団と団本部から約５０人が参加して、消防出

初式が１月６日（日）に行われました。大正町の隠岐汽船

乗り場では、境水道へ向けて力強く一斉放水を行いました。

　消防団とは、「自らの地域は自らで守る」という精神に

基づき、普段は本業を持つ人が集まり、活動する消防機関

です。地域防災の担い手として、地域に密着して活動し、

住民の安心・安全を守る重要な役割を持っています。

　消防団では男女を問わず団員を募集しています。「大切

な人、まちを守りたい」という思いを活かしてみませんか。

 新成人、夢鮮やかに
　境港市成人式

　境港市成人式を１月１３日（日）に文化ホールで開催し

ました。

　式典には新成人２８１人が出席し、久しぶりに再会した

仲間たちと、笑顔で語り合ったり、写真を撮ったりと、活

気に満ちあふれていました。

　新成人代表として、山田美鈴さんが「春から東京都の保

育園で保育士として働き、そこで学んだ保育を、いずれは

境港市に帰り、境港の子どもたちに還元したい。」と決意

を述べました。

市報さかいみなと　12



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 カニで今年も賑やかに
　第１６回カニ感謝祭を開催

　毎年恒例の「カニ感謝祭」が１月２０日（日）に水木し

げるロードで開催されました。

　今年も県内外からの多くの来場者で賑わい、先着でもら

えるカニの引換所には長蛇の列が出来ました。また、妖怪

神社では関係者がカニを奉納し、カニの恩恵に感謝し、豊

漁と航海の安全、観光振興を祈願しました。

　市内３カ所の水産物直売施設でも協賛イベントとしてカ

ニ汁ふるまいがあり、境港はカニの日となりました。

 ひとの「性」って何だろう
　境港 ふれあい・ほっと アカデミー in ウインター

　１月１９日（土）、境港市人権教育推進協議会主催の「境

港 ふれあい・ほっと アカデミー in ウインター（人権学

習講座）」を保健相談センターで開催しました。

　今回は「性の多様性を理解し、差別や偏見をなくす取組

について」と題し、鳥取県人権・同和対策課の石田重幸さ

んにご講演いただきました。

　参加者は「からだの性」「こころの性」「好きになる性」「性

役割」など、さまざまな性のあり方から「性的マイノリティ

と人権」について理解を深めました。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

13　平成３１年２月



【県内の被害事例】

　県東部地区居住の女性（５０代）が、自宅に届いた「訴

訟に関する通知のハガキ」にだまされ、ハガキに記載の

連絡先に電話をかけ、弁護士を名乗る男や訴訟の原告と

名乗る男から支払いを要求され、合計３１０万円の特殊

詐欺被害にあった。

このような文面のハガキやメールは詐欺です！

◇似たようなハガキ（封書で届く場合もあります）やメー

　ルが届いたら、必ず警察や家族などに相談するように

　してください。

◇相手に電話をかけてはいけません。

　　警察への相談は、境港警察署　☎４４－０１１０

　　　　　　　警察総合相談電話　☎＃９１１０　まで

　　２４時間対応、お気軽にご相談ください。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署（☎ 44 － 0110）

ニセハガキやニセメールが蔓延

余
子
地
区

　

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
、
境
港
に

は
県
内
平
均
数
の
６
倍
の
寺
子
屋
が
あ
り

ま
し
た
。
鳥
取
県
内
約
３
３
０
カ
所
の
内
、

境
港
に
38
カ
所
、
中
で
も
中
野
村
の
７
カ

所
を
筆
頭
に
余
子
地
区
に
は
14
カ
所
も
あ

り
、
特
に
教
育
熱
心
な
土
地
柄
で
し
た
。

　

明
治
６
年
２
月
、
稲
賀
修
一
郎
、
武
良

行
蔵
、
山
崎
嘯
雲
、
景
山
道
遠
、
木
島
常

太
郎
等
は
政
府
の
布
告
・
発
令
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
郷
校
の
設
立
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
ま
ず
高
松
、
竹
内
、
福
定
、
中
野
、

上
道
５
カ
村
の
組
合
で
、
正
福
寺
（
中
野

村
）
に
学
校
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ま

も
な
く
、
村
立
小
学
校
の
開
設
が
な
さ
れ
、

竹
内
（
薬
師
堂
に
継
建
）、
中
野
、
上
道

に
小
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
23
年
４
月
に
は
、
高
松
か
ら
中
野

に
至
る
４
カ
村
を
余
子
村
と
し
、
竹
内
に

余
子
尋
常
小
学
校
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
明

治
25
年
竹
内
教
場
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
議
会
で
現
在
の
位
置
に
土
地
を
購

入
す
る
こ
と
を
決
め
、
校
舎
２
棟
（
新
築

と
中
野
校
舎
移
転
）
を
建
て
ま
す
。
明
治

42
年
、
同
校
に
高
等
科
を
置
き
、
余
子
尋

常
高
等
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
定
生
ま
れ
の
佐
中
廉
は
、
幼
少
時
、

皇
漢
学
を
木
島
恒
太
郎
に
学
び
ま
し
た
。

明
治
21
年
、
弓
浜
高
等
小
学
校
創
立
時
に

村
上
龍
校
長
を
助
け
、
そ
の
後
同
校
の
校

長
を
務
め
、
多
く
の
優
秀
な
子
弟
を
世
に

送
り
ま
す
。
余
子
小
学
校
、
境
小
学
校
の

校
長
を
歴
任
。
さ
ら
に
は
余
子
村
長
と
な

り
、
村
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

自
学
主
義
、
努
力
主
義
の
人
で
、「
人
は

常
に
自
分
で
自
分
を
修
行
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
何
事
を
す
る
に
も
熱
が
無
く

て
は
だ
め
だ
。
不
撓
不
屈
強
固
な
意
志
が

必
要
で
あ
る
」
と
、
叫
ば
れ
た
人
で
あ
り

ま
し
た
。

　
「
浜
の
松
下
村
塾
」
と
も
言
わ
れ
、
幕

末
維
新
の
こ
ろ
活
躍
し
た
人
物
を
輩
出
し

た
中
野
の
景
山
塾
。
景
山
粛
の
指
導
に
よ

り
隆
盛
を
極
め
、
門
弟
は
雲
・
伯
・
隠
に

ま
た
が
り
そ
の
数
は
、
常
に
七
〜
八
十
は

下
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
塾
か
ら
育
っ

た
景
山
龍
造
、
門
脇
重
綾
、
佐
善
元
立
、

富
田
織
部
、
今
小
路
範
成
、
松
本
古
堂
等

は
、
鳥
取
藩
や
明
治
新
政
府
で
大
い
に
活

躍
し
ま
し
た
。「
浜
太
郎
芋
太
郎
に
は
負

け
太
郎
（
た
ろ
う
）
米
子
太
郎
も
因
幡
太

郎
も
」
こ
れ
は
景
山
塾
門
弟
た
ち
の
心
意

気
を
示
し
た
佐
善
元
立
に
よ
る
狂
歌
で
す
。

（
参
考
）「
境
港
市
史
」「
余
子
小
学
校
創

立
１
３
０
年
記
念
誌
」「
竹
内
伝
承
記
」

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
1919
））　　

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港
〜〜

　元気な高齢者を増やすプロジェクトとして高知市が開

発した「いきいき百歳体操」を実施しています。この体

操はゆっくり・簡単で、効果が実証されており、３０分

程度のＤＶＤを見ながらの体操で、自分たちで都合のよ

い時にできるのが特徴です。

　取り組んでいる人の感想

　　「これなら元気になれる。」「立ち上がりの時、膝が

　痛くない。」「スムーズに立ち上がれる。」「みんなと行

　うと楽しい。」などなど・・・

　各会館や公民館で、毎日行ったり、週に１回曜日を決

めたり・・・「いきいき百歳体操」を活用して地域の人

と気軽に介護予防に取り組み、健康寿命の延伸を目指し

ましょう。

　現在市内４０カ所以上の場所で、大勢の人が自主活動

をしておられます。各実施場所、時間等については、気

軽に地域包括支援センターにお尋ねください。

　また、３月６日（水）午後１時３０分から「いきいき

百歳体操講習会」を実施します。詳しくは、２０ページ

をご覧ください。

地域包括支援センターからのお知らせ地域包括支援センターからのお知らせ
長寿社会課地域包括支援センター（☎ 47 － 1131）

みんなで楽しく介護予防

いきいき百歳体操ＩＮ境港

佐中廉頌徳碑

市報さかいみなと　14



情報あらかると

　スーパーで買い物の途中「ウォーターサーバーのレン

タル料金が無料で、自宅でおいしい水が安く飲める」と

勧誘され、ウォーターサーバーのレンタルと水の定期購

入の契約をした。

　商品は数日後に届くことになっているが、自宅に戻っ

てよく考えると、水の交換を自分で行うことは困難で家

族からも設置に反対されたため、解約したいと業者に申

し出たところ、高額な違約金を請求された。契約時に違

約金の話は聞いていない。

【アドバイス】

◇店舗内に設置された特設ブースで話を聞くときには

　ウォーターサーバーがよさそうに見えても、実際には

　自宅への設置や、自分一人での水交換が困難だったり

　するケースもあります。

◇ウォーターサーバーのレンタル契約は複数年の契約期

　間が定められていたり、中途解約には違約金が発生し

　たりするので注意が必要です。

◇本当にウォーターサーバーが必要かどうか、自宅への

　設置が可能か、水の交換が自分でできるのかを契約前

　によく考えましょう。また契約する際は、解約に関す

　る条件や発生する違約金などの契約内容についてよく

　確認しましょう。

◇契約の状況によってはクーリング・オフ制度を利用す

　ることもできますので、困ったときはご相談ください。

■相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

ウォーターサーバーのレンタル契約

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

201消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 186

　代表的な「性的マイノリティ（少数派）」の頭文字

をとって、「ＬＧＢＴ」と表現することがあります。

　Ｌ（レズビアン … 女性同性愛者）

　Ｇ（ゲイ … 男性同性愛者）

　Ｂ（バイセクシュアル … 両性愛者）

　Ｔ（トランスジェンダー … 「心と体の性」が一致

　　　しない人）

　社会生活の様々な場面で、性的指向に関する少数派

の人 （々同性愛等）や性自認に関する少数派の人 （々体

と心の性に違和感がある人、体の性別と異なる性別で

生きる（生きたい）人等）への根強い偏見や差別があ

り、人権問題が発生しています。

　私たちは、「ＬＧＢＴ」について、もっと関心を持ち、

正しい理解を深め、誰もが自分らしく生きられる社会

の実現を目指さなければなりません。

　本市の部位別がん死亡者数は、過去１０年間で「肺

がん」が一番多い現状です。

　肺がんは早期ではほぼ無症状です。病状の進行とと

もに、咳や痰、呼吸困難、胸痛などの呼吸器症状があ

らわれます。しかし、これらは必ずしも肺がんに特有

なものではないため、他の呼吸器疾患と区別がつかな

いことがあります。

　また、進行の程度に関わらず、症状がほとんど見ら

れない場合もあります。喫煙は肺がんとの関連が非常

に大きいので、喫煙歴のある４０歳以上の人は症状が

見られない場合でも特に注意が必要です。

　症状がない時に、年に１回、検診を受け、肺がんを

早期に発見し、早期に治療することが重要です。

　今年度の検診はお済みですか？まだ受けていない人

は、２月中に受診してください。

　なお、今年度、最後の肺がん検診の集団検診は、下

記のとおりです。

▼と　き　２月１７日（日）　午前９時～１１時

▼ところ　保健相談センター

▼その他　予約不要、無料、受診券を持参ください。

▼問い合わせ先

　健康推進課成人保健係（☎４７－１０４１）

保健師の
　ちょっと一言

肺がん検診はお済みですか？

“ＬＧＢＴ”って、ご存知ですか

～誰もが自分らしく生きやすい社会を～

15　平成３１年２月



informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告

議
会
に
対
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会

改
革
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
目
に
ど
の

よ
う
に
映
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
昨

年
２
月
の
市
議
選
が
市
制
施
行
以
来

初
の
無
投
票
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
な
ど
を
お
聞
き

し
、
こ
れ
か
ら
の
市
議
会
の
あ
り
方

を
考
え
る
た
め
に
、「
議
会
に
対
す

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象

　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
18
歳
以
上
の
人
（
２
千
人
）

▼
調
査
時
期

　

２
月
上
旬
〜
22
日
（
金
）

▼
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
調
査
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
７
）

住
宅
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

既
存
住
宅
の
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
次
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
耐
震
改
修

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
に
耐
震
改
修
を
行
っ
た

場
合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で
を

限
度
に
翌
年
度
分
の
税
額
を
２
分
の

１
（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け

て
改
修
し
た
場
合
は
３
分
の
２
）
減

額
し
ま
す
。

▼
省
エ
ネ
改
修

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
に
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ

た
場
合
、
床
面
積
１
２
０
㎡
分
ま
で

を
限
度
に
翌
年
度
分
の
税
額
を
３
分

の
１
（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
て
改
修
し
た
場
合
は
３
分
の
２
）

減
額
し
ま
す
。

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

新
築
し
た
日
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
た
住
宅
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
場
合
、
床
面
積
１
０
０
㎡
分

ま
で
を
限
度
に
翌
年
度
分
の
税
額
を

３
分
の
１
減
額
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

　

も
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
上
で
、

　

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に

　

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
の
入
札

参
加
資
格
お
よ
び

入

札

案

件

公

表

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南

町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ

か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

入
札
参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

to
tto
ri-seib

u
k
o
ik
i.jp
/

）
に
て
公

表
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
３
２
）

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
の
ガ
ス
抜
き

作

業

の

注

意

点

　

ご
家
庭
で
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
ガ
ス

抜
き
を
行
う
時
に
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
プ
レ
ー
缶
等
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
か
ら

　

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
缶
を
振
っ
て
中
身
の
有
無
を
確
認

　

し
、
中
身
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で

　

あ
れ
ば
必
ず
使
い
切
る
か
ガ
ス
抜

　

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
ガ
ス
抜
き
は
、
火
気
の
な
い
、
風

　

通
し
の
よ
い
、
屋
外
で
行
い
ま
し

　

ょ
う
。

※
作
業
者
お
よ
び
周
り
の
人
に
影
響

　

を
与
え
な
い
配
慮
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

◇
ガ
ス
を
放
出
す
る
時
に
は
、
た
ば

　

こ
な
ど
火
気
の
使
用
は
絶
対
に
避

　

け
ま
し
ょ
う
。

※
ほ
と
ん
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
に
は
可

　

燃
性
ガ
ス
が
入
っ
て
お
り
、
静
電

　

気
で
も
引
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

　

す
。

◇
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
て
い

　

る
場
合
は
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
を

　

使
用
し
て
、
付
い
て
い
な
い
場
合

　

は
噴
射
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
内
容

　

物
を
完
全
に
出
し
切
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

市報さかいみなと　16
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平

成　

年

度

定

期

監

査

報

告

▼
監
査
対
象

　

地
域
振
興
課
、
福
祉
課
、
水
産
課
、

下
水
道
課

▼
監
査
期
日　

昨
年
11
月
６
日（
火
）

▼
監
査
範
囲

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
財
務
に
関
す
る
事
務
事
業
の
う

ち
、
監
査
委
員
が
指
定
し
た
次
の
事

項◇
歳
入
・
歳
出
予
算
執
行
状
況

◇
国
庫
・
県
支
出
金
収
入
状
況

◇
委
託
料
、
工
事
請
負
費
、
備
品
購

　

入
費
、
補
助
金
、
負
担
金
の
執
行

　

状
況

◇
財
産
異
動
・
施
設
管
理
状
況

▼
監
査
方
法

　

資
料
や
帳
簿
な
ど
を
照
合
す
る
と

と
も
に
、
担
当
課
長
お
よ
び
職
員
か

ら
聴
き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
監
査
結
果

　

予
算
や
財
務
事
務
の
適
正
な
執
行

を
認
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力

あ
る
水
産
加
工
品
が
、
返
礼
品
と
し

て
送
ら
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
を
有
効

に
活
用
し
て
、
水
産
業
の
振
興
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員

◇
松
本
正ま
さ

福と
み

さ
ん（
松
江
市
八
束
町
）

◇
岩
田
愼
介
さ
ん
（
東
本
町
）

◇
松
本
熙
さ
ん
（
渡
町
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
監
査
状
況

　

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
１
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
相
続
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３
）

　

こ
れ
は
、
相
続
で
農
地
を
取
得
し

た
人
を
把
握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り

な
ど
に
際
し
て
、
手
続
き
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

近
年
、
相
続
未
手
続
き
の
農
地
が

増
加
し
て
お
り
、
農
地
の
貸
し
借
り

の
手
続
き
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

す
。

　

届
け
出
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
商
工
農
政
課
内
）
の
窓
口
で
随
時

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
所
有

者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
畑
地
の
貸
し
借
り
（
農
業

振
興
地
域
内
に
限
る
）
を
進
め
て
い

ま
す
の
で
、
耕
作
し
て
い
な
い
畑
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
事
務
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
期
間
が
終
了
し
ま
す

　

対
象
と
な
る
年
齢
の
人
に
は
、
昨

年
３
月
末
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
接
種
期
間
が
３
月
末
ま
で
に

な
り
ま
す
の
で
、
接
種
希
望
者
は
、

期
限
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

今
年
の
３
月
末
時
点
の
年
齢
が
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

　

に
限
る
。

▼
接
種
可
能
期
間　

３
月
31
日
ま
で

▼
接
種
回
数　
　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
29
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

　

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

接
種
券
を
紛
失
等
さ
れ
た
場
合
は
、

再
交
付
を
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

30

高 齢 者 等 の 見 守 り 支 援

～認知症になっても安心して暮らせるまちに～

　認知症などにより、高齢者が外出して家に戻れなくな

る、事故に巻き込まれるケースが増えています。

　そのような心配がある人のために「認知症高齢者等事

前登録事業」を開始しました。

　行方不明になるおそれのある人の情報（特徴や顔写真

等）を事前に登録して警察と情報共有し、行方不明になっ

た場合の早期発見につなげます。

▼対　象　市内に居住の認知機能の低下により行方不明

　　　　　となるおそれのある人

▼申込者　本人または家族

▼申し込み方法

　　所定の申込書に、写真（顔・全身）を添えてお申し

　込みください。申込書は市ホームページからもダウン

　ロードできます。

▼申し込み・問い合わせ先　

　長寿社会課高齢者福祉係（☎４７‐１０３９）

17　平成３１年２月
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小

規

模

修

繕

等

契
約
希
望
者
の
登
録

　

市
が
発
注
す
る
20
万
円
未
満
の
小

規
模
な
修
繕
工
事
な
ど
に
つ
い
て
、

来
年
度
の
受
注
希
望
者
の
登
録
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

▼
要　

件

◇
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
住
所
が
あ

　

る
こ
と

◇
境
港
市
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

　

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◇
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め

　

に
必
要
な
資
格
・
許
可
を
有
し
て

　

い
る
こ
と

◇
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
な
書
類

を
添
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間

　

２
月
１
日
（
金
）
〜
（
随
時
）

▼
登
録
の
有
効
期
間

　

平
成
31
年
４
月
１
日
（
ま
た
は
登

録
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
）
〜
平
成

32
年
３
月
31
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
３
）

風

し

ん

予

防

接
種
費
用
の
助
成

　

大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
の
助
成
対
象
者
の
範
囲
を
１
月

１
日
よ
り
拡
大
し
ま
し
た
。

　

助
成
対
象
者
は
、
８
千
円
を
上
限

に
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
の
で
、

対
象
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
で
は
風
し
ん
の
抗

体
価
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
等
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

ひ

と

り

親

家

庭

入

学

支

度

金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
校
入

学
者
を
養
育
す
る
人
に
対
し
、
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
①
〜
③
を
全
て
満
た
す

　

者
）

①
市
内
在
住
者

②
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

　

児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
ひ

　

と
り
親
（
市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、

　

米
子
北
斗
中
学
校
、
県
立
養
護
学

　

校
小
・
中
学
部
、
皆
生
養
護
学
校

　

小
・
中
学
部
に
入
学
す
る
児
童
・

　

生
徒
を
養
育
し
て
い
る
人
も
対
象
）

③
平
成
29
年
分
の
所
得
税
（
年
少 

　

扶
養
控
除
分
を
考
慮
し
た
額
）
が

　

非
課
税
の
人
（
た
だ
し
生
活
保
護

　

法
に
よ
る
教
育
扶
助
の
対
象
者
は

　

除
く
）

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き　

１
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

　
（
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
）

◇
印
章

◇
振
込
先
の
わ
か
る
も
の
（
銀
行
通

　

帳
等
）

※
申
請
書
は
、
窓
口
ま
た
は
各
小
学

　

校
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
境
港

　

市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
29
年

　

分
の
所
得
の
分
か
る
も
の
（
源
泉

　

徴
収
票
な
ど
）
も
必
要
で
す
。
詳

　

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

▼
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
７
日

（
火
） 

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

※
各
学
校
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

　

ん
。
子
育
て
支
援
課
へ
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

進
級
（
就
園
）
準
備
金

▼
対　

象　

平
成
31
年
２
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
31

年
度
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
等

◇
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

　

る
世
帯
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高

　

等
学
校
に
通
学
す
る
児
童
等

◇
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

　

特
別
支
援
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

　

所
に
通
う
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

　

る
児
童
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
千
円

▼
申
請
期
限　

３
月
20
日
（
水
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）
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催催  

しし

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
者

　

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

春

の

全

国

火

災

予

防

運

動

▼
期　

間

　

３
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

▼
標　

語

　
「
忘
れ
て
な
い
？　

財
布
に
ス
マ

ホ
に　

火
の
確
認
」

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
を
予
防
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

公
民
館
活
動
研
究
集
会

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
、「
今
こ
そ
助
け
合
い
の
町

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
地
域
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
町
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※
講
演
会
は
午
後
１
時
20
分
か
ら
行

　

い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容　

◇
講
演
会

・
講　

師

　

米
田
隆
さ
ん
（
日
本
防
災
士
会
鳥

　

取
県
支
部　

理
事
）

・
演　

題

　

身
近
で
で
き
る
防
災
対
策

◇
実
践
発
表　

上
道
公
民
館

◇
舞
台
発
表　

太
極
拳　

余
子
教
室

◇
写
真
展
示　
「
東
日
本
大
震
災
、
阪

　

神
淡
路
大
震
災
」　

高
嶋
敏
展
さ

　

ん
（
写
真
家
・
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
ナ

　

ー
）
提
供

◇
各
館
の
パ
ネ
ル
展
示

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

は
ま
か
ぜ
認
知
症
カ
フ
ェ

（

は

ま

カ

フ

ェ 

）

　

季
節
の
お
菓
子
、
挽
き
立
て
珈
琲

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

２
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階

は
ま
カ
フ
ェ

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
済
生
会
介
護
老
人
保
健
施

設
は
ま
か
ぜ  

（
☎
42
‐
３
１
９
０
）

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

さ

か

い

み

な

と

【
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の

つ
ど
い
】

　

認
知
症
に
関
す
る
事
や
介
護
の
悩

み
を
話
す
場
所
で
す
。

▼
と　

き

　

２
月
18
日
（
月
）、３
月
11
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

【
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
さ
か
い
み
な
と
】

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
集
い
の

場
所
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
内　

容

　

大
人
の
塗
り
絵
②
〜
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
で
認
知
症
予
防
〜

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

　

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
お
よ
び
第
11
条
の
２
第
12
項
、
住
民

基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
お
よ
び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関

す
る
省
令
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

（平成２９年１１月～平成３０年１０月分）
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募募  

集集

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス

乗

り

方

教

室

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
を
利
用
し
た
い

け
ど
、
乗
り
方
が
分
か
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
高
齢
者
を
対
象
に
は
ま

る
ー
ぷ
バ
ス
の
利
用
方
法
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
『
は
ま
る
ー
ぷ
バ

ス
乗
り
方
教
室
』
を
次
の
と
お
り
、

各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
で
の
参
加

　

も
可
能
で
す
。

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
の
人

▼
内　

容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の
利
用
方
法
、

時
刻
表
の
見
方
、
乗
車
体
験
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

通
商
観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
８
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
】

　

期
間
中
は
入
館
料
１
割
引
き
＆
各

日
先
着
20
人
限
定
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

▼
と　

き

　

２
月
９
日
（
土
）
〜
14
日
（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
受
付
は
午
後
４
時
30
分

※
２
月
13
日
（
水
）
は
、
休
館
日

▼
入
館
料
（
期
間
中
は
１
割
引
き
。）

◇
大
人
３
０
０
円
↓
２
７
０
円

◇
小
中
学
生
１
５
０
円
↓
１
３
０
円

※
幼
児
無
料

【
映
画
上
映
会
「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ト
」】

▼
と　

き　

２
月
10
日
（
日
）

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

※
上
映
時
間
95
分
間

▼
料　

金
（
入
館
料
の
み
必
要
。
入

館
料
は
１
割
引
き
。）

◇
大
人
３
０
０
円
↓
２
７
０
円

◇
小
中
学
生
１
５
０
円
↓
１
３
０
円

※
幼
児
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

青
少
年
育
成
講
演
会

　

少
年
非
行
等
の
現
状
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

　

油
谷
諒
さ
ん
（
境
港
警
察
署
生
活

安
全
刑
事
課
生
活
安
全
係
係
長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

い
き
い
き
百
歳
体
操
で

元
気
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　

境
港
市
で
は
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
に
よ
る
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　

初
め
て
の
人
も
、
そ
う
で
な
い
人

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

一
緒
に
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で
、

い
き
い
き
と
し
た
百
歳
（
長
寿
）
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

▼
と　

き　

３
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

①
境
港
市
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
の

　

取
り
組
み
報
告
（
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

②
体
操
講
習「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

◇
講　

師　

小こ

原ば
ら

幸た
か

照あ
き

さ
ん
（
介
護

老
人
保
健
施
設
さ
か
い
幸
朋
苑
理
学

療
法
士
）　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
（
定
員
１
０
０
名
）

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
水
分
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養

成

講

座

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
病
気

で
す
が
、
症
状
に
よ
っ
て
は
周
り
の

関
わ
り
方
で
落
ち
着
い
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
人
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
町
を
目

指
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
や
対
応
の
仕
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な

く
、
温
か
く
見
守
り
接
す
る
事
が
で

き
る
よ
う
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識

を
身
に
着
け
た
人
の
こ
と
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

認
知
症
の
症
状
、
対
応
方
法
の
仕

方
に
つ
い
て

▼
締
め
切
り　

２
月
19
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）
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行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
生
活
保
護
就
労
支
援
員　
　

１
人

◇
環
境
整
備
員
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

　

タ
ー
）　　
　
　
　

 　
　
　

１
人

◇
図
書
館
長　
　
　
　
　
　
　

１
人

◇
図
書
館
司
書　
　
　
　
　
　

１
人

◇
公
民
館
主
事　
　
　
　
　

若
干
名

▼
年
齢
・
資
格
要
件
な
ど

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
月
）

▼
応
募
期
限　
　

２
月
22
日
（
金
）

▼
試
験
日　
　
　

３
月
２
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

市
役
所
・
学
校
等
へ
の

物

品

納

入

業

者

　

市
で
は
、
来
年
度
に
単
価
契
約
に

よ
り
購
入
す
る
一
般
事
務
用
品
（
消

耗
品
）
な
ど
の
納
入
業
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
必
要
書
類
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
購
入
物
品

◇
文
具
類

◇
用
紙
類

◇
そ
の
他
（
乾
電
池
、
ト
イ
レ
ッ
ト

　

ペ
ー
パ
ー
な
ど
）

▼
納
入
資
格

　

物
品
の
売
買
等
に
つ
い
て
市
に
登

録
し
て
い
る
市
内
業
者 

▼
提
出
期
限

　

２
月
28
日
（
木
）
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
３
）

「
一
株
植
樹
」
運
動
参
加
者

  ｢

一
株
植
樹｣

運
動
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
一
つ

で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化

な
ど
に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安

で
斡
旋
し
ま
す
。

▼
樹　

種

　

ク
ヌ
ギ
、
豊
後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー　

ほ
か
全
30
種

※
苗
木
の
花
の
色
等
は
指
定
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
価　

格

　

一
株　

１
０
０
円
〜
７
５
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
８
日
（
金
）

▼
苗
木
の
配
布　

３
月
８
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法　

　

窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入

し
、
代
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

２
月
８
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

２
月
20
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

３
月
１
日
（
金
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。（
１
区
画　

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

ク
ル
ー
ズ
講
演
参
加
者

　

ク
ル
ー
ズ
旅
行
に
対
し
て
「
高
級

で
高
嶺
の
花
」「
何
週
間
も
仕
事
を

休
め
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実

際
は
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
も
の

や
、
短
い
日
数
で
出
か
け
ら
れ
る
も

の
な
ど
幅
広
い
ク
ル
ー
ズ
商
品
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
で
は
、「
マ
ツ
コ
の

知
ら
な
い
世
界
」
に
３
度
出
演
し
大

反
響
を
呼
ん
だ
人
気
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ

タ
ー
・
上
田
寿
美
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
ク
ル
ー
ズ
旅
行
の
魅
力
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

山
陰
発
着
ク
ル
ー
ズ
旅
行
商
品
の

紹
介
や
ク
ル
ー
ズ
グ
ッ
ズ
が
当
た
る

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
９
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

（
米
子
市
明
治
町
１
２
５
）

▼
定　

員

　

２
０
０
名
（
先
着
順
・
要
申
込
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限

　

３
月
６
日
（
水
）
必
着

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

代
表
者
氏
名
、
参
加
人
数
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
を
記
載
の
う

え
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
件
名
に
「
ク
ル
ー
ズ
講
演
会
参
加

　

申
込
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
０
４

　

境
港
市
大
正
町
２
１
５　

み
な
と

さ
か
い
交
流
館
３
階

　

境
港
ク
ル
ー
ズ
客
船
環
境
づ
く
り

会
議
事
務
局
（
境
港
管
理
組
合
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
７
０
６
）

　
　
　
　
　
　

 

FAX

42
‐
３
７
３
５

Mailsak
ai-p
o
rt@
p
ref.to

tto
ri.lg
.jp
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「市報さかいみなと」がアプリで読めます

　 自治体広報紙がスマートフォンで手軽にご覧いただける、無料アプリ『マチイロ』へ「市報さかい
みなと」を配信しています。
　アプリのダウンロードは、ＱＲコードを読み取るか、『マチイロ』で検索してください。

　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。 

　※広告が表示されますが、境港市とは何ら関係ありません。

　※『マチイロ』は、株式会社ホープ（☎092-716-1404）が作成しています。

informationinformation

中
海
自
然
再
生
協
議
会

（
第
７
期
）
公
募
委
員

　
「
自
然
再
生
推
進
法
」
に
基
づ
き

平
成
19
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
「
中

海
自
然
再
生
協
議
会
」
は
、
専
門
家
、

行
政
機
関
、
公
募
委
員
な
ど
で
組
織

さ
れ
、
そ
の
委
員
は
２
年
ご
と
に
改

選
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
中
海
自
然
再
生
協

議
会
（
第
６
期
）」
委
員
の
任
期
が

３
月
31
日
で
満
了
す
る
こ
と
を
受
け
、

第
７
期
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
な
活
動
内
容

　

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
中
海

自
然
再
生
事
業
の
実
施
状
況
の
確
認

と
討
議
、
適
切
な
助
言
や
提
言
の
実

施
な
ど
。

▼
任　

期

　

４
月
１
日
〜
２
０
２
１
年
３
月
31

日
（
２
年
間
）

▼
応
募
資
格

　

協
議
会
の
会
議
（
年
２
、３
回
程

度
）
に
出
席
し
、
討
議
に
参
加
で
き

る
人
ま
た
は
団
体

▼
報
酬
・
旅
費　

支
給
な
し

▼
応
募
期
間

　

３
月
１
日
（
金
）
〜
31
日
（
日
）

▼
応
募
方
法

　

電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま

た
は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
を

「
協
議
会
応
募
申
込
」
と
し
て
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
所
属
、
住
所
、
連
絡

先
（
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
）、

そ
し
て
中
海
に
関
し
関
心
を
持
っ
て

い
る
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
９
０
‐
０
０
６
４

　

島
根
県
松
江
市
天
神
町
１
１
４

　

認
定
非
営
利
活
動
法
人
自
然
再
生

セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
４
８
８
２
）

　

  

FAX

０
８
５
２
‐
61
‐
０
９
０
０

Mailin
fo
@
sizen

-saisei.o
rg

鳥
取
県
後
期
高
齢
者

医
療
懇
話
会
委
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
等

に
つ
い
て
、
被
保
険
者
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
う
た
め
に
設
置
し
た
懇
話

会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
任　

期

　

４
月
〜
２
０
２
１
年
３
月
31
日

（
2
年
間
）

▼
応
募
資
格

　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
募
集
人
数　

６
人
以
内

▼
応
募
方
法

　

応
募
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
記

載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
・
応
募
申
込
書
は
、
鳥

　

取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、

　

市
役
所
市
民
課
保
険
年
金
係
で
配

　

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.k
o
u
re
ik
o
u
ik
i-

to
tto
ri.jp

▼
締　

切　

３
月
15
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合
総
務
課

（
湯
梨
浜
町
龍
島
５
０
０
番
地
）

　
（
☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
７
）

FAX

０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
６
７

◇
市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講

習

会

参

加

者

　

襖
・
障
子
・
網
戸
張
替
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
技
術
を
身
に
つ
け
、
一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き

　

２
月
21
日
（
木
）・
22
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

　

境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

▼
定　

員　

10
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

２
月
12
日
（
火
）

※
申
し
込
み
者
に
は
、
詳
細
を
別
途

　

ご
案
内
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
境
港
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
４
５
４
０
）

市報さかいみなと　22
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相相  

談談

　市報さかいみなと　広告募集中
この大きさ (5 × 18cm)で、１万５千円！

　※リーズナブルな、１回（月）で５千円・１万円のサイズもあります。
　
◆申し込み・問い合わせ先　境港市役所　地域振興課　広報情報係（☎４７－１０１０）
　市ホームページ　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=4934　で詳細を確認できます。

は
じ
め
て
の
点
字

講

習

会

参

加

者

　

点
字
初
心
者
を
対
象
と
し
た
点
字

講
習
入
門
編
で
す
。
点
字
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
仕
組
み
等
を
学
び
、
実

際
に
点
字
を
打
っ
た
り
読
ん
だ
り
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

３
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
講　

師

　

石
田
直
子
さ
ん
（
鳥
取
県
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館
）　

▼
定　

員　

10
名
程
度

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

２
月
28
日
（
木
）、３
月
29
日
（
金
）　

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

税

の

無

料

相

談

　

２
月
23
日
の
「
税
理
士
記
念
日
」

に
ち
な
み
、
税
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

プ
ラ
ン
ト
‐
５　

境
港
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
税
理
士
会
米
子
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
４
７
９
５
）

未

来

に

つ

な

ぐ

登

記

相

談

会

　

相
続
登
記
・
空
き
家
の
こ
と
で
お

困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
鳥
取
（
法
務
局
職
員
・

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
）
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
６
１
６
２
）

連
合
鳥
取
・
な
ん
で
も

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

安
心
し
て
働
い
て
い
ま
す
か
？

　

連
合
鳥
取
は
「
な
ん
で
も
労
働
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
、
雇
用
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
働
く
み
な
さ
ん

の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の
解
決
に
向

け
、
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
お
こ
た

え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

全
国
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

２
月
６
日
（
水
）
〜
８
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
外
で
も
、
相
談

　

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

連
合
鳥
取

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
６
０
５
）

労
働
関
係
機
関
に
よ
る

日
曜
合
同
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
金
未
払
い
、

労
働
時
間
、
有
給
休
暇
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
労
働
問
題
全
般
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
（
弁

護
士
、
社
労
士
等
が
応
対
）。

▼
と　

き　

３
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
米
子
市
加
茂
町
２
丁
目
１
８
０

　

番
地
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り
（
県
労
働

委
員
会
）

（
☎
０
１
２
０
‐
77
‐
６
０
１
０
）
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認定こども園

美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ】

　「おひなさまをつくろう」

　世界にひとつだけのおひなさまを作るよ！

▼と　き　２月２１日（木）午前１０時～お昼ごろ

【園庭・えほん館開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【生活発表会】
▼と　き　２月２３日（土）

　　　　　午前９時１５分～午後１２時１５分

▼ところ　文化ホール　　　※入場無料

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

子育てひろば

き ら き ら・ ひ ま わ り 情 報
【おおきくなったね！＆親子はみがき教室】

※事前申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　２月１９日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　２月生まれの誕生会・親子ふれあい遊び・

　　　　　おはなし会・歌・身体計測・手形・足形・

　　　　　親子はみがき教室　など

▼持ち物　歯ブラシ・コップ・タオル

【巡回子育てプレイランド】※事前申し込み不要

　ひまわりのおもちゃを持って出かけます。

　一緒に遊びましょう。

▼と　き　３月１日（金）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　境公民館

【幼児食ってなあ～に？

～離乳食から大人の食事への移り変わり～】

▼対　象　１歳～満３歳までの親子

▼と　き　３月８日（金）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　離乳食から幼児食への移行について講話と試食

▼定　員　２５組

▼締　切　３月１日（金）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　（☎２１－８１０３）

内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせください。

記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

第１８回子どもわいわいカーニバル
　バザーや、小学生が店長の子どもフリマに、景品がもらえ

るスタンプラリーのほか、色々なコーナーがあります。

　昨年好評だった、玄米もち入りぜんざいも登場。

　どうぞお出かけください。

▼と　き　２月１７日（日）午前１０時～正午

▼ところ　夢みなとタワー　多目的ホール

▼主催・問い合わせ先

　境港親と子どもの劇場（☎０８０－２９０２－５５３３）

坂口碧望バイオリンコンサート
　国際ソロプチミスト境港認証３０周年記念事業として、市

内の小学生（保護者同伴）を無料招待します。（要整理券）

　９歳にして世界デビューを果たした小学生バイオリニスト

が世界の音色で人々に元気を届けます。

▼と　き　３月９日（土）午後２時３０分～

▼ところ　文化ホール

▼出演者　坂口碧望（さかぐちあおの）さん

▼整理券配布場所

　境港市教育委員会・文化ホール・市内公民館

※保護者の同意があれば小学生だけの鑑賞も可能です。

　また、保護者同伴であれば未就学児の鑑賞も可能です。

▼主　催　国際ソロプチミスト境港

▼後　援　境港市教育委員会

▼問い合わせ先

　国際ソロプチミスト境港事務局（☎４４－１６１５）
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☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 2 月 27 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 30 年 7 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 3 月 13 日（水） 平成 30 年 8 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 2 月 28 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 29 年 7 月生まれの幼児

 3 月 28 日（木） 平成 29 年 8 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 2 月  7 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 1 月生まれの幼児

 3 月  7 日（木） 平成 28 年 2 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 2 月  5 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで）妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談 9:00 ～ 12:00（受付 11:00 まで）お子さんを希望する人

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※２月２７日はお休みします

11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。２月の対象者は下記のとおりです。申請がま

だの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成３０年３月、６月、９月の

　人は、２月２８日（木）が申請期限ですので、ご注

　意ください。

※平成３０年７月、８月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 30 年 9 月～ 11 月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 30 年 6 月～  8 月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 30 年 3 月～  5 月 出生月の９～１１カ月後

入学通知書は届きましたか？
　今年４月にお子さんが小・中学校に入学する保護者

の方に「入学通知書」をお送りしました。

　次に該当する場合は、ご連絡ください。

◇入学通知書が届かない。

◇入学通知書の記載事項に誤りがある。

◇転居あるいは指定外の学校に入学する予定である。

▼問い合わせ先

　教育総務課学事係（☎４７－１０８５）

【その他の子育て情報】
下記の制度に関する情報は、本紙の各ページをご

覧ください。

・「ひとり親家庭入学支度金」・・・１８ページ

・「進級（就園）準備金」・・・・・１８ページ
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市民図書館１階は通常通り開館しています！ぜひご利用ください。

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お　知　ら　せお　知　ら　せ

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　２月１７日（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪２月の対象日≫ 
　２月１１日（月・建国記念の日）

　※月曜日収集該当地区のみの収集となります。

　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

お忘れなく！

国 民 健 康 保 険 税 ８ 期

後期高齢者医療保険料８期

介 護 保 険 料 ６ 期

の納期限は

２月２８日（木）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します
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－境港市の人口－
　　　男　：16,495 人（－ 12）
　　　女　：17,703 人（－  7）
　　合　計：34,198 人（－ 19）
　　世帯数：15,206 世帯（＋ 1）

　※平成 30 年 12 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  2 月  14 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談  2 月  8 日（金） 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心 配 ご と 相 談
 2 月  8 日（金）
 3 月  8 日（金）

13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法 律 相 談
 2 月  15 日（金）
 3 月  1 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法 律 相 談
（ 相 続・ 遺 言、
不 動 産、 多 重
債務問題など）

 2 月  22 日（金） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

 2 月  14 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談  2 月  12 日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家 庭 児 童 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こ こ ろ の 相 談
カウンセリング

 2 月  25 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ Ｖ 相 談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年 金 ダ イ ヤ ル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

開催中
松本英三版画展
　～フエと花シリーズ～
　　（～ 2月 28 日（木））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 17：00
海とくらしの史料館
☎ 44 ー 2000

大人　400 円
小・中・高校生　100 円
※幼児・70 歳以上は無料

   2 月 16 日（土）
   3 月  2 日（土）

古典講座「みんなで楽しく『万葉
集』を読もう」

上道公民館 14：00 ～
市民図書館
☎ 47 ー 1099

無　料

   2 月 24 日（日） 公民館活動研究集会 文化ホール
13：00 ～ 15：30
講演会 13：20 ～

生涯学習課生涯学習係
☎ 47 ー 1091

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

2 月 24 日（日）予定の「絵本と紙芝居の会」は、蔵書点検のため中止します。
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

永松 紗
さ

奈
な

 ちゃん（H30.5.5 生） と

   お母さんの あずさ さん（渡町）

  
≪お子さんへのメッセージ≫

 　元気にすくすく大きくなってね♪

寳
ほう

﨑
ざき

 瑛
えい

太
た

 ちゃん（H30.3.13 生） と

   お母さんの 詩
し

織
おり

 さん（小篠津町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   沢山食べて大きくなーれ！

都田 侑
ゆう

李
り

 ちゃん（H30.5.19 生） と

   お母さんの 有
ゆ

紀
き

 さん（中野町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

　元気に育ってね！

　毎年１月２４日から３０日は、全国学校給食週間です。境港

市では、「地域に伝わる料理を知ろう」をテーマに、境港市を

はじめ鳥取県産の食材を取り入れた学校給食を提供しました。

　今回ご紹介する「サスムコギビビンバ」も、給食週間中に実

施した献立の一つです。鳥取県では、野生鳥獣（ジビエ）を新

たな食資源として活用することに力を入れており、鹿肉の消費

量は北海道に次いで第２位という実績もあるほどです。生息地

である山間地域だけでなく、沿岸地域に暮らす私たちもふるさ

との味としてジビエについて学ぶ良い機会となりました。

　鹿肉は、赤身が中心であるため高たんぱくで低脂肪、そして

鉄分を豊富に含むため、健康食として取り扱われる機会が増え

ています。

□作り方
①　玉ねぎは薄くスライス、人参は千切り、さやいんげ

　んは３～５ｃｍの長さに切る。にんにくは、すりおろす。

②　フライパンを温め、鹿肉、豚肉と一緒に酒、塩、に

　んにくを入れ、肉がかたまりにならないように炒める。

③　肉に火が通ったら人参と玉ねぎを加えさらに炒める。

④　さやいんげんを加え、濃口しょうゆ、砂糖で味付け

　をする。

⑤　最後にごま油を入れて香り付けをする。

□材料（４人前）
◇鹿ひき肉　    ８０ｇ

◇豚ひき肉　 １００ｇ 

◇玉ねぎ　　 １/ ２個 

◇人参　　　 １/ ３本 

◇さやいんげん　８本 

◇にんにく　　　１片

◇濃口しょうゆ

　　小さじ１と１/ ２

◇砂糖　　　小さじ２

◇酒　　　　小さじ１

◇食塩　　　    少々

◇ごま油　　小さじ１

サスムコギビビンバ
～鹿肉ビビンバ～

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
　（☎ 21 － 2111  FAX 21 － 2112）

毎年１月２４日から３０日は 全国学校給食週間です 境港

   11学校給食レシピ学学学学学今月
の

今月
の


